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川
崎
市
へ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の

支
援
に
係
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た

（１）

中部事務所（JR武蔵溝ノ口駅周辺）

(左)三田村副市長　　(右)池田理事長

南部事務所
（JR川崎駅周辺）

　
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎

年
10
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普

及
啓
発
促
進
月
間
」
と
定
め
、「
全
国
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
」
を
中
心
に
事
業

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
地
域
へ
の
貢

献
と
セ
ン
タ
ー
事
業
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

○
主
な
Ｐ
Ｒ
活
動

　
・
統
一
美
化
活
動
（
９
月
）

　
・
出
張
入
会
相
談
会
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
）

　
・
地
域
広
報
誌
への
広
告
掲
載 （
９
月
・
10
月
）

　
・
関
係
施
設
等
へ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
置

　
・
女
性
会
員
入
会
促
進
チ
ラ
シ
の
配
置

　
・
地
域
班
に
よ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布
活
動

　
・
老
人
福
祉
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
の
広

告
入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
置

　
・
全
国
都
市
緑
化
か
わ
さ
き
フ
ェ
ア
で
の
Ｐ

Ｒ （
富
士
見
公
園
）

　
○
区
民
祭
へ
の
参
加

　
・
幸
区
民
祭
　
　
　
　 

　
　（
南
部
事
務
所
）

　
・
宮
前
区
民
祭
　
　
　 

　
　（
中
部
事
務
所
）

　
・
あ
さ
お
区
民
ま
つ
り 

　
　（
北
部
事
務
所
）

　
川
崎
市
内
で
毎
年
開
催
さ
れ
る
「
市
内
統
一

美
化
活
動
」
が
９
月
に
各
区
で
実
施
さ
れ
、
多

く
の
会
員
有
志
の
方
達
が
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
て
各
事

務
所
を
中
心
に
毎
年
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
事
務
所
だ
よ
り
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
北
部
事
務
所
が
参
加
す
る
予
定
で
し
た
新
百

合
ヶ
丘
駅
前
の
活
動
は
荒
天
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

 

　
令
和
６
年
7
月
23
日
（
火
）、
池
田
理
事
長

が
川
崎
市
役
所
に
赴
き
、
令
和
５
年
度
公
益
社

団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
の
定
時
総
会
に
お
い
て
可
決
、
承
認
さ
れ
た

「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
決
意
と
支
援
の
要
望
」
に
関
す
る
要
望

書
を
三
田
村
副
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
現
状
や
令
和
５
年

10
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
適
格
請
求
書
等
保
存
方

式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）
へ
の
対
応
等
に
係
る

川
崎
市
か
ら
の
支
援
と
協
力
を
得
る
た
め
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。



◇令和６年度 ４月～９月分  事故発生状況
種類 事務所 事 故 の 状 況性別 年齢№ 仕事の内容区分 発生日

【状況分析】　
　令和６年４月から９月までの傷害事故は、前年同期間に比べ３件多い８件でした。その内、６件が転倒による事故となっ
ており、体力や筋力の衰えによるものとも推測されますが、「慌てない」「無理な動作をしない」「足場の悪い所は特に注意する」
など、事故予防についての意識も重要です。
　損害賠償事故については、前年度同期間に比べ１件少ない４件でした。全て除草作業における事故となっており、特に「刈
払機の飛び石」による事故が目立っています。作業前、作業中は常に現場の状況を確認し、飛び石対策やケーブル切断等の
予防を確実に行うとともに、事故や怪我の可能性を常に意識しながら急がず、慎重丁寧に作業するよう心がけてください。

（２）

傷害①

傷害②

傷害③

傷害④

傷害⑤

傷害⑥

傷害⑦

傷害⑧

賠責①

賠責②

賠責③

賠責④

南部

中部

南部

北部

中部

北部

中部

北部

中部

中部

中部

中部

台車で商品を運んでいる際、ふらつき転倒。胸、腕、
膝を強打したため、整形外科へ受診。レントゲン検査
等の結果、骨折はしておらず、打撲と診断された。
脚立で梅の木を剪定中、朽ちかけた枝に片足を乗せた
ところ、枝が折れ、1ｍ下の土の上に落下し腰を打った。
痛みが強く動けない状況となったため、作業を切り上
げ、病院で受診し、尾てい骨骨折と診断された。
台車で段ボール等を運んでいる際、台車ごと前のめり
に転倒し、手の甲、左手首、肘等を打った。手の甲は
擦過傷で出血。手首や肘に腫れがあったため、整形外
科を受診。レントゲン検査等の結果、骨折はしておら
ず打撲と診断された。
店舗内売場にて掃除機を使用し清掃していたところ、
片方の足がもう片方の足に絡まりバランスを崩し転倒。
手をつくことができずに顔面を強打。病院で左まぶた
の裂傷及び左頬の打撲と診断された。
清掃作業中に庭の砂利で滑り、後ろ向きに転んだ際、
右肘をついた。地面に当たった部分が抉れて出血して
いる状態のため病院で受診。手術を行い、10針を縫う
怪我となった。
発注者宅の縁側付近にて除草作業中、足長蜂の巣があ
ることに気づかず草の茂みの中に手を入れてしまい、
蜂に右手を刺された。すぐに応急処置を行ったが、刺
された手の甲の痛みが引かず、腫れてきたことから翌
日病院を受診し、塗り薬と飲み薬が処方された。
現場2階のエレベーター前で靴底が床との摩擦でひっか
かり、前のめりに転倒。その際、左頬、左下顎、両掌、左肘、
左脇肋骨部分、右膝を強打したため病院で受診。打撲
と診断された。
就業先からの帰宅途上、路上で地面の凹凸に躓き転倒、
とっさに手をついたことにより右手指に体重がかかっ
た。痛みはあったが我慢していたところ、翌日には痛
みが増したため病院で受診。右手の中指、薬指、小指
の根元付近の骨折と診断された。
刈払機を使用して、除草作業を行った際に石を飛ばし、
近くに停めてあった自動車のリアガラスを破損させた。
刈払機を使用して、除草作業をしていたところ、石を
飛ばしてしまい、駐車場に停車していた自動車の運転
席側の窓ガラスを破損させた。
刈払機を使用して、除草作業をしていたところ、道路
側に石を飛ばしてしまい、走行中であった自動車の運
転席側の窓ガラスを破損させた。
除草作業をしていた際、鎌で給湯器の線を切断してし
まった。一時的な対応として、絶縁テープでつなぎ、
動作している状況ではあるが、修理会社に連絡し、事
故当日に対応してもらった。

女

男

男

男

男

男

女

女

男

男

男

男

66

83

71

77

81

66

74

72

76

83

81

71

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

屋内軽作業

植木剪定作業

屋内軽作業

屋内清掃作業

屋内外清掃作業

除草作業

屋内清掃作業

屋内清掃作業

除草作業

除草作業

除草作業

除草作業

就業中

就業中

就業中

就業中

就業中

就業中

就業中

途上

就業中

就業中

就業中

就業中

5月23日

6月6日

7月6日

7月12日

7月13日

7月28日

8月26日

6月26日

5月23日

8月15日

8月15日

9月6日

※傷害：南部　２件　中部　３件　北部　３件　計　８件　　※損害賠償：南部　０件　中部　４件　北部　０件　計　４件
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催
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（３）

養成講習会の様子

講習会の様子

令
和
６
年
7
月
10
日（
水
）

　
前
号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
「
安
全
就
業
標
語
」
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
、
村
松 

正
義
会
員
（
南
部
事
務
所
）
を

お
迎
え
し
て
賞
状
の
授
与
並
び
に
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
優
秀
作
品
を
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
掲
示
す
る
な

ど
安
全
就
業
対
策
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
8
月
20
日（
火
）

　
か
わ
さ
き
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
会
場
と
し
て
、（
公
社
）

神
奈
川
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
主
催
に
よ
る

花
卉
園
芸
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
講
習
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会
員
登
録

を
希
望
さ
れ
て
い
る
県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
の
切
花
や
鉢
物
の
管
理
を
す

す
め
る
為
の
必
須
事
項
の
修
得
、
さ
ら
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
作
成
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
方
法
の
実
習
な
ど
も

行
い
、
小
売
店
な
ど
で
の
就
業
を
目
指
す
16
名
の
受
講
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
師
か
ら
、
お
花
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
と
し
て
、

切
花
の
正
し
い
生
け
方
か
ら
花
を
長
持
ち
さ
せ
る
コ
ツ
な

ど
の
詳
し
い
お
話
が
あ
っ
た
後
、
実
際
に
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
作
成
や
ラ
ッ
ピ
ン
グ
方
法
の
実
習
で
は
、

受
講
者
の
皆
様
は
講
師
が
作
っ
た
お
手
本
を
見
な
が
ら
、

熱
心
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
と
て
も
綺
麗

な
作
品
を
作
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
受
講
者
同

士
で
仲
良
く
お
喋
り

し
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
し
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
し
た
。

　
受
講
者
の
皆
様
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
６
年
９
月
６
日（
金
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
係
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め

の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
を
「
川
崎
市
多
摩
市
民
館
」

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
４
回
目
と
な
る
今
回
は
、
初
め
て
北
部
地
域
で
開
催

を
行
い
、
多
摩
区
・
麻
生
区
の
北
部
事
務
所
所
属
の
多
く

の
会
員
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
文
字
入
力
な
ど
の
操
作
方
法
や
設
定
か
ら
、
ア
プ
リ
の

イ
ン
ス
ト
ー
ル
な
ど
、
実
機
を
操
作
し
な
が
ら
学
ぶ
初
心

者
向
け
の
講
習
会
で
、
１
日
の
講
習
日
程
で
し
た
が
、
受

講
者
の
皆
様
は
講
師
の
方
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
と
て
も

楽
し
そ
う
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操
作
し
、
基
礎
知
識
の

習
得
に
励
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

　
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、「
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
操
作
方
法
を

学
べ
た
こ
と
で
、
大
変

有
意
義
な
講
習
会
で
し

た
」 「
初
め
て
の
勉
強

を
楽
し
く
覚
え
る
こ
と

が
で
き
、
嬉
し
か
っ
た

で
す
」 「
目
か
ら
う
ろ

こ
の
大
変
有
意
義
な
内

容
で
し
た
」
な
ど
様
々

な
声
が
挙
が
っ
て
い
ま

し
た
。

「
安
全
就
業
標
語
」最
優
秀
表
彰
式

(右)田村南部事務所長(中)村松会員(左)山田事務局長 「安全就業標語」最優秀表彰式



講
習
会
実
施
の
お
知
ら
せ

（４）

会員専用ホームページ

お申し込み受付中
●Smile to Smile（スマイル トゥ スマイル）とは
センターからの情報を、 ご自宅のパソコンやスマホ、 タブレットで見ることができます。

インターネットの会員専用ＷＥＢサイトへアクセスし、 「センターからのお知らせ」 や

「就業情報」 を素早くタイムリーに確認できるサービスです。

●サービス利用の流れ
②

ＩＤ通知書が
封書で届く

③

「 」の
WEBサイトにログイン

④

新しいパスワードと
メールアドレスを登録

⑤

サービス利用
スタート!!

①

申込

※利用料金は無料ですが、インターネット接続の通信料などはご本人の負担となります。

Smile to Smile
ログイン画面

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
礎
を
習
得
す
る
た
め
の
、

操
作
と
文
字
入
力
、
設
定
等
か
ら
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
操

作
や
ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
方
法
等
の
実
機
体
験

を
行
う
初
心
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。
既
に
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
る
が
使
い
方

に
不
安
が
あ
る
な
ど
、
初
心
者
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
　
　象
　
60
歳
以
上
の
川
崎
市
民
で
、

　
　
　
　
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

募
集
人
数
　
20
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
習
日
時
　
令
和
６
年
12
月
13
日（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

講
習
会
場
　
川
崎
市
生
活
文
化
会
館 

て
く
の
か
わ
さ
き
４
階
　
会
議
室

川
崎
市
高
津
区
溝
口
1
―
6
―
10

（
Ｊ
Ｒ
南
武
線「
武
蔵
溝
ノ
口
駅
」北
口
、

東
急
田
園
都
市
線
「
溝
の
口
駅
」
か
ら

徒
歩
５
分
）

受
講
料
　
無
料

申
込
締
切
日
　
令
和
６
年
11
月
22
日（
金
）

※
申
込
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

申
込
み
方
法

　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
左
記
の
必
要
事
項
を

ご
確
認
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
講
習
会
名 

②
氏
名 

③
住
所 

④
年
令 

⑤
電
話

番
号 

⑥
会
員
番
号
（
会
員
で
な
い
方
は
不
要
）

（
公
財
）川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

経
営
課

電
　
話
　
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
４
４
―
２
２
１
―
８
５
１
６

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会

※配分金は、月末で締め、翌月25日（金融機関が休
日の場合は翌営業日）に指定された口座に、お支
払いします。 

　個人がフリーランスとして受託した業務に安定的に従事できるよう、令和５年５月12日に「特定受託
事業者に係る取引の適正化等に関する法律（以下「フリーランス法」）」が公布され、令和６年11月１日
から施行されます。

　フリーランス法では、請負・委任で就業されている会員はフリーランスとして法の適用を受けるこ
とになりますが、会員の皆様には新たな義務は生じません。また、会員とセンターとの関係も変わらず、
就業の内容や報酬の支払方法等も今までと変更はありません。

　フリーランス法施行後は、業務を依頼する事業者(特定業務委託事業者＝シルバー人材センター）は業
務内容、報酬額、期間等を会員に明示する義務が課せられることとなっています。

　現在は「就業依頼書」を発行し就業会員へ契約内容を提示していますが、11月１日以降の契約（受注）
からは、「Smile to Smile」でも就業条件が確認できるよう、機能を追加します。
　全国の多くのセンターが導入している「Smile to Smile」は、就業情報やセンターからのお知らせ、
配分金明細の確認（準備中）等がどこでも確認できる便利なツールです。　
　まだ登録されていない会員の方は、ご登録をお願いします。

フリーランス法が施行されます

お問合せ先 経営課 ☎044-222-6886

（５）

 

  

※配分金は、月末で締め、翌月25日（金融機関が休
日の場合は翌営業日）に指定された口座に、お支
払いします。 



（５）

 

  

※配分金は、月末で締め、翌月25日（金融機関が休
日の場合は翌営業日）に指定された口座に、お支
払いします。 



コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
合
同
会
議
の
開
催

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
合
同
会
議
の
開
催

（６）

コーディネーター合同会議の様子

※配分金は、月末で締め、翌月25日（金融機関が休
日の場合は翌営業日）に指定された口座に、お支
払いします。 

令
和
６
年
７
月
30
日（
火
）

　
令
和
６
年
度
初
回
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議
は
、
各

事
務
所
合
同
で
開
催
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
６
名
と
事

務
所
職
員
６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
事
務
所
か
ら
は
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
６
月

ま
で
の
家
事
援
助
、
育
児
支
援
等
の
実
績
と
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
件
数
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
は
じ
め
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業
務
に
携
わ
っ
た
方
も
い

ま
し
た
の
で
、
ベ
テ
ラ
ン
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
面

談
時
に
お
け
る
仕
事
内
容
や
就
業
時
間
の
調
整
な
ど
多
く

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。

　
家
事
援
助
は
昨
年
に
引
き
続
き
高
齢
者
世
帯
や
、
親
族

の
方
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
帯
で
は
在
宅
ワ
ー
ク
が
多
く
、

清
掃
か
ら
洗
濯
、
調
理
と
多
種
多
様
で
、
調
理
は
大
量
の

作
り
置
き
の
依
頼
が
増
加
し
、
会
員
と
し
て
は
大
変
な
作

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
子
育
て
支
援
は
今

ま
で
依
頼
が
多
か
っ

た
送
迎
業
務
は
減
少

傾
向
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
お
客

様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ

に
対
し
て
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
各

事
務
所
の
担
当
者
で

連
携
を
取
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

対策会議の様子

相原会員

加藤委員

山田対策員 松井対策員

現場巡回をする
委員・対策員

駐
輪
場
整
理
・
案
内
係
と

事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
に

携
わ
る
会
員
さ
ん
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（７）

　
　

　
小
田
急
線
柿
生
駅
の
駐
輪
場
「
オ
ダ
ク
ル
柿
生
」
で

清
野
会
員
と
相
原
会
員
が
自
転
車
等
の
整
理
・
案
内
係

の
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
当
番
の
相
原
会
員
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
北
部
事
務
所

の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
・
対
策
員
の
現
地
巡
回
確
認

と
対
策
会
議
が
あ
っ
た
の
で
併
せ
て
こ
れ
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
駐
輪
場
相
原
会
員
の
お
話
】

　
当
駐
輪
場
は
小
田
急
電
鉄
さ
ん
が
運
営
し
て
い
ま

す
。
私
と
清
野
会
員
の
２
名
が
交
替
で
整
理
・
案
内
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。業
務
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
で
、

朝
８
時
か
ら
11
時
ま
で
の
３
時
間
で
す
。
月
ひ
と
り
約

11
回
の
就
業
で
す
。

　
利
用
者
の
方
が
快
適
に

駐
輪
場
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
清
掃
に
は
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
特
に

顔
に
当
た
る
と
不
快
な
、

蜘
蛛
の
巣
の
除
去
に
は
留

意
し
て
い
ま
す
。
駐
輪
場

利
用
者
の
方
か
ら
「
い
つ
も
綺
麗
に
掃
除
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
言
わ

れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

【
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
に
つ
い
て
】

　
対
策
会
議
は
本
部
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
各

事
務
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
北
部
事
務
所
で
は
、
職

員
と
選
任
さ
れ
た
シ
ル
バ
ー
会
員
の
計
７
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
が
安
全
か
つ
適
正
に
就
業
し
て
い
る
か
、
就
業

現
場
を
巡
回
し
て
現
地
の
就
業
状
況
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
就
業
会
員
か
ら
直
接
聞
き
取
り
を
し
て
確
認
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
巡
回
で
は
、
会
員
の
委
員
・
対
策

員
か
ら
、
駐
輪
場
出
入
口
の
階
段
で
の
自
転
車
の
安
全

な
通
行
や
業
務
実
施
上
の
困
っ
た
事
等
、
多
く
の
質
問

や
確
認
が
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
表
に
沿
っ
て
安
全
作
業
な

の
か
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
巡
回
の
後
に
は
、
北
部
事
務
所
で
対
策
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
昨
年
度
の
事
故
の
報
告
や
傾

向
、
事
務
所
で
の
安
全
就
業
推
進
の
取
り
組
み
報
告
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
　

【
取
材
を
終
え
て
】

　
相
原
会
員
は
体
力
気
力
に
溢
れ
、
誠
実
か
つ
熱
心
に

業
務
を
実
施
な
さ
っ
て
お
り
、
加
藤
、
山
田
、
松
井
の

各
委
員
・
対
策
員
さ
ん
は
現
地
確
認
時
の
聞
取
り
が
的

確
で
、課
題
へ
の
分
析
力
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
健
康
・
能
力
・
や
る
気
を
持

っ
た
人
材
が
そ
の
力
量
を
発
揮
す
る
機
会
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
仕
事
を
し
て
社
会
と
繋
が
っ
て
い
た
い
と

お
考
え
の
方
が
新
た
に
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
仲
間
に

加
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
な
、と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、『
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
』
に
掲
載
さ
れ
る
会

員
の
事
故
発
生
状
況
を
毎
号
見
て
い
る
と
、
体
の
機
能

や
注
意
力
の
低
下
、
安
全
意
識
の
欠
如
に
よ
る
事
故
が

多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
会
員
は
高
齢
で
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
は
負
け
な
い
と
の
気
概
は
大
事
に

し
た
い
で
す
が
、
体
の
機
能
が
日
々
少
し
ず
つ
低
下
し

て
い
く
こ
と
も
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
井
原
　
良
治



対策会議の様子

相原会員

加藤委員

山田対策員 松井対策員

現場巡回をする
委員・対策員

駐
輪
場
整
理
・
案
内
係
と

事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
に

携
わ
る
会
員
さ
ん
紹
介

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
報
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（７）

　
　

　
小
田
急
線
柿
生
駅
の
駐
輪
場
「
オ
ダ
ク
ル
柿
生
」
で

清
野
会
員
と
相
原
会
員
が
自
転
車
等
の
整
理
・
案
内
係

の
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
当
日
当
番
の
相
原
会
員
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
は
北
部
事
務
所

の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
・
対
策
員
の
現
地
巡
回
確
認

と
対
策
会
議
が
あ
っ
た
の
で
併
せ
て
こ
れ
を
取
材
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
駐
輪
場
相
原
会
員
の
お
話
】

　
当
駐
輪
場
は
小
田
急
電
鉄
さ
ん
が
運
営
し
て
い
ま

す
。
私
と
清
野
会
員
の
２
名
が
交
替
で
整
理
・
案
内
の

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。業
務
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
で
、

朝
８
時
か
ら
11
時
ま
で
の
３
時
間
で
す
。
月
ひ
と
り
約

11
回
の
就
業
で
す
。

　
利
用
者
の
方
が
快
適
に

駐
輪
場
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
清
掃
に
は
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。
特
に

顔
に
当
た
る
と
不
快
な
、

蜘
蛛
の
巣
の
除
去
に
は
留

意
し
て
い
ま
す
。
駐
輪
場

利
用
者
の
方
か
ら
「
い
つ
も
綺
麗
に
掃
除
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
う
言
わ

れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

【
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
に
つ
い
て
】

　
対
策
会
議
は
本
部
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
、
各

事
務
所
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
北
部
事
務
所
で
は
、
職

員
と
選
任
さ
れ
た
シ
ル
バ
ー
会
員
の
計
７
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
が
安
全
か
つ
適
正
に
就
業
し
て
い
る
か
、
就
業

現
場
を
巡
回
し
て
現
地
の
就
業
状
況
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
就
業
会
員
か
ら
直
接
聞
き
取
り
を
し
て
確
認
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
巡
回
で
は
、
会
員
の
委
員
・
対
策

員
か
ら
、
駐
輪
場
出
入
口
の
階
段
で
の
自
転
車
の
安
全

な
通
行
や
業
務
実
施
上
の
困
っ
た
事
等
、
多
く
の
質
問

や
確
認
が
あ
り
、
チ
ェ
ッ
ク
表
に
沿
っ
て
安
全
作
業
な

の
か
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
巡
回
の
後
に
は
、
北
部
事
務
所
で
対
策
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
昨
年
度
の
事
故
の
報
告
や
傾

向
、
事
務
所
で
の
安
全
就
業
推
進
の
取
り
組
み
報
告
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
　

【
取
材
を
終
え
て
】

　
相
原
会
員
は
体
力
気
力
に
溢
れ
、
誠
実
か
つ
熱
心
に

業
務
を
実
施
な
さ
っ
て
お
り
、
加
藤
、
山
田
、
松
井
の

各
委
員
・
対
策
員
さ
ん
は
現
地
確
認
時
の
聞
取
り
が
的

確
で
、課
題
へ
の
分
析
力
も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
、
健
康
・
能
力
・
や
る
気
を
持

っ
た
人
材
が
そ
の
力
量
を
発
揮
す
る
機
会
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
仕
事
を
し
て
社
会
と
繋
が
っ
て
い
た
い
と

お
考
え
の
方
が
新
た
に
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
仲
間
に

加
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
な
、と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、『
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
』
に
掲
載
さ
れ
る
会

員
の
事
故
発
生
状
況
を
毎
号
見
て
い
る
と
、
体
の
機
能

や
注
意
力
の
低
下
、
安
全
意
識
の
欠
如
に
よ
る
事
故
が

多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
た
ち
会
員
は
高
齢
で
す
。

ま
だ
ま
だ
若
い
者
に
は
負
け
な
い
と
の
気
概
は
大
事
に

し
た
い
で
す
が
、
体
の
機
能
が
日
々
少
し
ず
つ
低
下
し

て
い
く
こ
と
も
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

取
材
：
会
報
編
集
委
員
　
井
原
　
良
治



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

市
内
統
一
美
化
活
動

　
　
　
　参
加
報
告

市
内
統
一
美
化
活
動

　
　
　
　参
加
報
告

（９） （８）

①
除
草
や
植
木
剪
定
作
業
で
発
生
す
る
配
線
コ
ー
ド
等

の
切
断
防
止
は
、
自
分
で
確
認
す
る
以
外
に
発
注
者

に
も
事
前
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
場
所
を
確
認

す
る
。

②
脚
立
の
転
倒
防
止
は
、
設
置
の
際
に
、
体
重
を
か
け

て
安
定
性
を
確
認
す
る
。

③
刈
払
機
で
の
石
撥
ね
事
故
防
止
は
、
雨
戸
や
網
戸
を

閉
め
て
も
ら
い
、
付
近
に
車
等
が
な
い
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
。

④
夜
間
の
建
物
管
理
で
の
飲
酒
し
て
い
る
来
訪
者
等
へ

の
対
応
は
、
傾
聴
態
度
に
気
を
つ
け
、
直
接
対
面
し

て
接
す
る
。

⑤
熱
中
症
対
策
で
は
、
様
々
な
便
利
グ
ッ
ズ
を
活
用
し

て
各
自
が
工
夫
し
て
対
応
す
る
。
等
々

　
南
部
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
巡

回
指
導
等
を
通
じ
て
事
故
防
止
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

★
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
方
へ

　
南
部
事
務
所
で
は
、
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希

望
す
る
会
員
を
対
象
に
、
随
時
、
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
除
草
作
業
は
、
屋
外
で
の
厳
し
い
お
仕
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
に
お
住
ま
い
で
除
草
作

業
に
関
心
の
あ
る
方
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
南
部
事
務
所（
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
0
）

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　     

令
和
６
年
７
月
３
日（
水
）

　
高
津
区
に
あ
る
蓮
花
寺
に
お
け
る
屋
外
清
掃
作
業
の

現
場
を
中
部
事
務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策

員
と
職
員
２
名
の
計
４
名
で
巡
回
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
仕
事
と
し
て
は
、

就
業
頻
度
は
週
３
日
程
度
、
就
業
時
間
は
２
、
３
時
間

程
度
で
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
時
に
は
外
仕
事
の
た
め
、
水
分
補
給
の
時
間
と

し
て
、
適
度
に
休
み
を
取
り
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
巡
回
指
導
の
際
に
は
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
な
ど
、
暑
さ
対
策
も
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
巡
回

　
　
　
令
和
６
年
7
月
12
日（
金
）

　
武
蔵
新
城
駅
周
辺
に
お
け
る
放
置
自
転
車
等
啓
発
業

務
の
現
場
巡
回
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
就
業
形
態
は
、
１
日
３
時
間
で
曜
日
・
時
間
帯
共
に

不
規
則
な
就
業
で
あ
り
、
複
数
名
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
て
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
２
名
の
会
員
が
作
業
に
あ
た
っ
て
お
り
、
当

日
の
巡
回
ル
ー
ト
の
確
認
を
は
じ
め
、
巡
回
中
に
は
自

転
車
利
用
者
や
歩
行
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
、
に
こ

や
か
に
挨
拶
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
就
業
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
酷
暑
の
中
で
の
作
業
で
あ
る
為
、
熱
中
症
に

は
十
分
注
意
し
て
作
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

★
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議

　
　
　
令
和
６
年
９
月
18
日（
水
）

　
南
部
事
務
所
会

議
室
に
て
、
第
１

回
地
域
班
事
務
所

連
絡
会
議
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回

は 

①
南
部
事
務

所
の
近
況
報
告 

②
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ

活
動
の
実
施
計
画

に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　
本
年
度
は
会
員

増
強
及
び
受
注
拡
大
の
た
め
、
川
崎
区
か
ら
中
原
区
の

各
地
区
へ
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ
シ
の
配
布
活
動
、
川
崎
駅
周
辺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
幸
区
民
祭
で
Ｐ
Ｒ
用
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
布
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し
た
。

 

◎
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議

　
　
　
令
和
６
年
９
月
11
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
第
１

回
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。 

①
令

和
６
年
度
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
の
報
告
に
つ
い
て 

②
令
和
６
年
度
中
部
事
務
所
地
域
班
活
動
計
画
に
つ
い

て 

③
地
域
班
が
行
う
チ
ラ
シ
配
布
活
動
に
つ
い
て
等

資
料
に
基
づ
い
て
事
務
所
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
地
域
班
の
班
員
に
新
た
な
方
を
迎
え
て
い
る
こ

班
の
年
間
活
動
計
画
に
つ
い
て
」「
10
月
の
セ
ン
タ
ー

の
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
活
動
に
つ
い
て
」
事
務
局

か
ら
報
告
及
び
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

 

◆
植
木
剪
定
作
業
・

　除
草
作
業
就
業
会
員
募
集

　
北
部
事
務
所
で
は
、
植
木
剪
定
作
業
・
除
草
作
業
の

就
業
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
次
の
条
件
を
満
た

し
、
就
業
を
希
望
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ま
ず
は
北
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
基
本
条
件

①
植
木
剪
定
作
業
の
就
業
希
望
者
は
植
木
班
、
除

草
作
業
の
就
業
希
望
者
は
除
草
班
に
所
属
し
、

発
注
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
作
業
を
行
う
た
め
、

年
間
を
通
じ
て
日
程
の
調
整
が
で
き
る
方

　（
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
り
ま
す
）。

②
発
注
者
に
対
し
丁
寧
な
対
応
が
で
き
る
方
。

③
作
業
で
使
用
す
る
道
具
（
植
木
剪
定
作
業
は
枝

切
り
鋏
や
三
脚
等
、
除
草
作
業
は
鎌
等
）
を
ご

自
身
で
用
意
・
持
参
し
、
麻
生
区
と
多
摩
区
の

就
業
場
所
に
行
け
る
方
（
※
植
木
剪
定
作
業
は
、

道
具
が
持
ち
運
び
で
き
る
車
両
が
必
須
と
な
り

ま
す
）。

④
体
力
に
自
信
が
あ
る
方
（
特
に
夏
季
は
炎
天
下

で
の
作
業
と
な
り
ま
す
）。

⑤
セ
ン
タ
ー
主
催
の
事
業
説
明
会
に
出
席
、
説
明

内
容
を
理
解
し
、
決
ま
り

　
に
従
い
就
業
で
き
る
方
。

と
か
ら
、
地
域
班

の
活
動
に
つ
い
て

な
ど
具
体
的
に
話

を
し
、
今
後
の
活

動
で
10
月
の
シ
ル

バ
ー
普
及
啓
発
月

間
に
合
わ
せ
て
チ

ラ
シ
配
布
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

◆
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議

　
　
　
令
和
６
年
９
月
19
日（
木
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
第
１

回
地
域
班
事
務
所

連
絡
会
議
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日

は
、
麻
生
区
・
多

摩
区
の
各
地
区
の

班
長
及
び
副
班
長

８
名
が
出
席
し

「
令
和
６
年
度 

第

１
回
地
域
班
全
体

連
絡
会
議
の
報

告
」「
今
年
度
の

北
部
事
務
所
地
域

★
南
部
事
務
所

　
　
　
令
和
６
年
9
月
29
日（
日
）　
出
席
者
9
名

　
秋
の
気
配
を
感
じ
る
さ
わ
や
か
な
風
の
吹
く
中
で
の

美
化
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
水
色
の
ベ
ス

ト
を
着
用
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ト
ン
グ
を
手
に
、
受
け

持
ち
区
域
と
な
っ
た
川
崎
駅
前
か
ら
小
土
呂
橋
交
差
点

ま
で
の
歩
道
を
、
左
右
、
二
手
に
分
か
れ
て
清
掃
し
ま

し
た
。

　
30
近
く
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
フ
ル
な
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
姿
で
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
一
般
の
方
も
多
数
参

加
さ
れ
て
い
て
、
効
率
よ
く
作
業
が
進
み
、
１
時
間
程

度
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
か
ら
「
以
前
に
比
べ
、
川
崎
駅
前
は

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。
で
も
、
ま
だ
マ
ナ

ー
を
守
ら
な
い
方
々
も
一
部
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
に
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
街
を
き
れ
い
に
し

て
い
る
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
理
解
が
得
ら
れ
れ

ば
。」
と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
中
部
事
務
所

　
　
　
令
和
６
年
9
月
29
日（
日
）　
出
席
者
8
名

　
今
年
も
当
セ
ン
タ
ー
の
地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
、
社
会
奉

仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
統
一
美
化
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
活
動
場
所
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
北

口
の
「
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
」
周
辺
は
、
落
ち
て

い
る
ご
み
も
少
な
く
見
え
ま
し
た
が
、
路
上
や
植
え
込

み
の
中
に
は
煙
草
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
等
の
ご

み
が
落
ち
て
お
り
、
美
化
活
動
参
加
者
が
そ
れ
ら
を
丁

寧
に
拾
い
集
め
綺
麗
に
し
て
い
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

南部事務所（川崎駅周辺）

中部事務所（溝ノ口駅周辺）

連絡会議の様子

会議の様子会議の様子

巡回指導の様子



★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
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5
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◎
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

◆
北
部
事
務
所

☎
9
8
0
―
0
1
3
1

市
内
統
一
美
化
活
動

　
　
　
　参
加
報
告

市
内
統
一
美
化
活
動

　
　
　
　参
加
報
告

（９） （８）

①
除
草
や
植
木
剪
定
作
業
で
発
生
す
る
配
線
コ
ー
ド
等

の
切
断
防
止
は
、
自
分
で
確
認
す
る
以
外
に
発
注
者

に
も
事
前
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
や
場
所
を
確
認

す
る
。

②
脚
立
の
転
倒
防
止
は
、
設
置
の
際
に
、
体
重
を
か
け

て
安
定
性
を
確
認
す
る
。

③
刈
払
機
で
の
石
撥
ね
事
故
防
止
は
、
雨
戸
や
網
戸
を

閉
め
て
も
ら
い
、
付
近
に
車
等
が
な
い
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
。

④
夜
間
の
建
物
管
理
で
の
飲
酒
し
て
い
る
来
訪
者
等
へ

の
対
応
は
、
傾
聴
態
度
に
気
を
つ
け
、
直
接
対
面
し

て
接
す
る
。

⑤
熱
中
症
対
策
で
は
、
様
々
な
便
利
グ
ッ
ズ
を
活
用
し

て
各
自
が
工
夫
し
て
対
応
す
る
。
等
々

　
南
部
事
務
所
で
は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
巡

回
指
導
等
を
通
じ
て
事
故
防
止
の
周
知
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

★
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る
方
へ

　
南
部
事
務
所
で
は
、
除
草
作
業
へ
の
就
業
を
希

望
す
る
会
員
を
対
象
に
、
随
時
、
説
明
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
除
草
作
業
は
、
屋
外
で
の
厳
し
い
お
仕
事
で
は

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

川
崎
区
、
幸
区
、
中
原
区
に
お
住
ま
い
で
除
草
作

業
に
関
心
の
あ
る
方
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
南
部
事
務
所（
０
４
４
―
２
２
２
―
１
５
５
0
）

◎
安
全
・
適
正
就
業
巡
回
指
導

　
　
　
　
　
　     

令
和
６
年
７
月
３
日（
水
）

　
高
津
区
に
あ
る
蓮
花
寺
に
お
け
る
屋
外
清
掃
作
業
の

現
場
を
中
部
事
務
所
の
安
全
・
適
正
就
業
委
員
、
対
策

員
と
職
員
２
名
の
計
４
名
で
巡
回
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
仕
事
と
し
て
は
、

就
業
頻
度
は
週
３
日
程
度
、
就
業
時
間
は
２
、
３
時
間

程
度
で
清
掃
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
時
に
は
外
仕
事
の
た
め
、
水
分
補
給
の
時
間
と

し
て
、
適
度
に
休
み
を
取
り
な
が
ら
作
業
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
巡
回
指
導
の
際
に
は
ネ
ッ

ク
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
す
る
な
ど
、
暑
さ
対
策
も
し
っ
か

り
と
行
っ
て
い
ま
し
た
。

★
事
務
所
安
全
・
適
正
就
業
対
策
会
議
巡
回

　
　
　
令
和
６
年
7
月
12
日（
金
）

　
武
蔵
新
城
駅
周
辺
に
お
け
る
放
置
自
転
車
等
啓
発
業

務
の
現
場
巡
回
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
就
業
形
態
は
、
１
日
３
時
間
で
曜
日
・
時
間
帯
共
に

不
規
則
な
就
業
で
あ
り
、
複
数
名
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
て
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
２
名
の
会
員
が
作
業
に
あ
た
っ
て
お
り
、
当

日
の
巡
回
ル
ー
ト
の
確
認
を
は
じ
め
、
巡
回
中
に
は
自

転
車
利
用
者
や
歩
行
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
、
に
こ

や
か
に
挨
拶
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
就
業
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
酷
暑
の
中
で
の
作
業
で
あ
る
為
、
熱
中
症
に

は
十
分
注
意
し
て
作
業
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
し
た
。

★
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議

　
　
　
令
和
６
年
９
月
18
日（
水
）

　
南
部
事
務
所
会

議
室
に
て
、
第
１

回
地
域
班
事
務
所

連
絡
会
議
を
実
施

し
ま
し
た
。
今
回

は 

①
南
部
事
務

所
の
近
況
報
告 

②
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ

活
動
の
実
施
計
画

に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　
本
年
度
は
会
員

増
強
及
び
受
注
拡
大
の
た
め
、
川
崎
区
か
ら
中
原
区
の

各
地
区
へ
Ｐ
Ｒ
用
チ
ラ
シ
の
配
布
活
動
、
川
崎
駅
周
辺

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
幸
区
民
祭
で
Ｐ
Ｒ
用
テ
ィ
ッ
シ

ュ
配
布
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
確
定
し
ま
し
た
。

 

◎
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議

　
　
　
令
和
６
年
９
月
11
日（
水
）

　
中
部
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
第
１

回
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。 

①
令

和
６
年
度
第
１
回
地
域
班
全
体
会
議
の
報
告
に
つ
い
て 

②
令
和
６
年
度
中
部
事
務
所
地
域
班
活
動
計
画
に
つ
い

て 

③
地
域
班
が
行
う
チ
ラ
シ
配
布
活
動
に
つ
い
て
等

資
料
に
基
づ
い
て
事
務
所
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
地
域
班
の
班
員
に
新
た
な
方
を
迎
え
て
い
る
こ

班
の
年
間
活
動
計
画
に
つ
い
て
」「
10
月
の
セ
ン
タ
ー

の
会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
活
動
に
つ
い
て
」
事
務
局

か
ら
報
告
及
び
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

 

◆
植
木
剪
定
作
業
・

　除
草
作
業
就
業
会
員
募
集

　
北
部
事
務
所
で
は
、
植
木
剪
定
作
業
・
除
草
作
業
の

就
業
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
次
の
条
件
を
満
た

し
、
就
業
を
希
望
す
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

ま
ず
は
北
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
基
本
条
件

①
植
木
剪
定
作
業
の
就
業
希
望
者
は
植
木
班
、
除

草
作
業
の
就
業
希
望
者
は
除
草
班
に
所
属
し
、

発
注
者
の
都
合
に
合
わ
せ
て
作
業
を
行
う
た
め
、

年
間
を
通
じ
て
日
程
の
調
整
が
で
き
る
方

　（
繁
忙
期
と
閑
散
期
が
あ
り
ま
す
）。

②
発
注
者
に
対
し
丁
寧
な
対
応
が
で
き
る
方
。

③
作
業
で
使
用
す
る
道
具
（
植
木
剪
定
作
業
は
枝

切
り
鋏
や
三
脚
等
、
除
草
作
業
は
鎌
等
）
を
ご

自
身
で
用
意
・
持
参
し
、
麻
生
区
と
多
摩
区
の

就
業
場
所
に
行
け
る
方
（
※
植
木
剪
定
作
業
は
、

道
具
が
持
ち
運
び
で
き
る
車
両
が
必
須
と
な
り

ま
す
）。

④
体
力
に
自
信
が
あ
る
方
（
特
に
夏
季
は
炎
天
下

で
の
作
業
と
な
り
ま
す
）。

⑤
セ
ン
タ
ー
主
催
の
事
業
説
明
会
に
出
席
、
説
明

内
容
を
理
解
し
、
決
ま
り

　
に
従
い
就
業
で
き
る
方
。

と
か
ら
、
地
域
班

の
活
動
に
つ
い
て

な
ど
具
体
的
に
話

を
し
、
今
後
の
活

動
で
10
月
の
シ
ル

バ
ー
普
及
啓
発
月

間
に
合
わ
せ
て
チ

ラ
シ
配
布
活
動
を

行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

◆
地
域
班
事
務
所
連
絡
会
議

　
　
　
令
和
６
年
９
月
19
日（
木
）

　
北
部
事
務
所
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
第
１

回
地
域
班
事
務
所

連
絡
会
議
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
日

は
、
麻
生
区
・
多

摩
区
の
各
地
区
の

班
長
及
び
副
班
長

８
名
が
出
席
し

「
令
和
６
年
度 

第

１
回
地
域
班
全
体

連
絡
会
議
の
報

告
」「
今
年
度
の

北
部
事
務
所
地
域

★
南
部
事
務
所

　
　
　
令
和
６
年
9
月
29
日（
日
）　
出
席
者
9
名

　
秋
の
気
配
を
感
じ
る
さ
わ
や
か
な
風
の
吹
く
中
で
の

美
化
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
水
色
の
ベ
ス

ト
を
着
用
し
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
ト
ン
グ
を
手
に
、
受
け

持
ち
区
域
と
な
っ
た
川
崎
駅
前
か
ら
小
土
呂
橋
交
差
点

ま
で
の
歩
道
を
、
左
右
、
二
手
に
分
か
れ
て
清
掃
し
ま

し
た
。

　
30
近
く
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
カ
ラ
フ
ル
な
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
姿
で
参
加
し
て
い
る
ほ
か
、
一
般
の
方
も
多
数
参

加
さ
れ
て
い
て
、
効
率
よ
く
作
業
が
進
み
、
１
時
間
程

度
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
会
員
か
ら
「
以
前
に
比
べ
、
川
崎
駅
前
は

と
て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。
で
も
、
ま
だ
マ
ナ

ー
を
守
ら
な
い
方
々
も
一
部
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
こ

の
よ
う
に
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
街
を
き
れ
い
に
し

て
い
る
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
理
解
が
得
ら
れ
れ

ば
。」
と
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
中
部
事
務
所

　
　
　
令
和
６
年
9
月
29
日（
日
）　
出
席
者
8
名

　
今
年
も
当
セ
ン
タ
ー
の
地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
、
社
会
奉

仕
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市
内
統
一
美
化
活
動
に
参
加

し
ま
し
た
。
活
動
場
所
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
北

口
の
「
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
」
周
辺
は
、
落
ち
て

い
る
ご
み
も
少
な
く
見
え
ま
し
た
が
、
路
上
や
植
え
込

み
の
中
に
は
煙
草
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
空
き
缶
等
の
ご

み
が
落
ち
て
お
り
、
美
化
活
動
参
加
者
が
そ
れ
ら
を
丁

寧
に
拾
い
集
め
綺
麗
に
し
て
い
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
い
た
会
員
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

南部事務所（川崎駅周辺）

中部事務所（溝ノ口駅周辺）

連絡会議の様子

会議の様子会議の様子

巡回指導の様子



相
談
会
実
施
の
お
知
ら
せ

（10）

開催日 ①本部事務所会場

開催日 ②中部事務所会場

各開催日の定員数（①②共通）

令和5年1月号表紙作品令和6年1月号表紙作品

月

11

12

1

開催日

8日（金）

6日（金）

10日（金）

22日（金）

―

―

月

11

12

1

開催日

21日（木）

19日（木）

16日（木）

―

―

―

回

1回

2回

人数

3名

3名

相談時間

  9:00～10:25

10:35～12:00

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
機
能
や
使
い
方
、
ス
マ
イ
ル

ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
の
登
録
方
法
等
に
つ
い
て
、
気
軽
に

相
談
で
き
る「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
相
談
会
」を
実
施
し
、

会
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
関
す
る
悩
み
ご
と
に
つ

い
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
以
前
、「
ス
マ
イ
ル
ト
ゥ
ス
マ
イ
ル
」
の
登
録
案
内

を
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
ま
だ
登
録
が
お
済
み
で
な
い
方
、
登
録
が
上

手
く
い
か
な
い
方
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

対
　
　象
　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
で
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方

定
　
　員
　
①
本
部
事
務
所
会
場
　
30
名

②
中
部
事
務
所
会
場
　
12
名

　（事
前
予
約
制
、
先
着
順
、

　
　11
月
1
日
（
金
）
よ
り
予
約
受
付
開
始
）

会
　
　場
　①
本
部
事
務
所
会
場
　

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

本
部
事
務
所
会
議
室

　
　
　
　
　
　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
わ
さ
き
１
階

（
Ｊ
Ｒ
川
崎
駅
下
車
約
15
分
）

 

②
中
部
事
務
所
会
場
　

川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
部
事
務
所
会
議
室

 

　
川
崎
市
高
津
区
溝
口
5
―
15
―
6

 

  （
東
急
田
園
都
市
線
高
津
駅
下
車
約
11
分
、

 

　
東
急
田
園
都
市
線
溝
の
口
駅
ま
た
は

 

　
Ｊ
Ｒ
武
蔵
溝
ノ
口
駅
下
車
約
15
分
）

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
相
談
会

配分金支払日のお知らせ

10月分

11月分

12月分

11月25日（月）

12月25日（水）

1月27日（月）

10月分から12月分の配分金支払日
は次のとおりです。

※配分金は、月末で締め、翌月25日（金
融機関が休日の場合は翌営業日）に指
定された口座に、お支払いします。 

※相談時は、ご自身のスマートフォンをお
持ちください。

※相談時に、メールアドレス、パスワード、 
　ｉＰｈｏｎｅの方は、 Ａｐｐｌｅ ＩＤ、その他の
方はＧメールとＧｏｏｇｌｅのパスワードな
どがわかるものをお持ちください。

※相談内容によってはお答えできない場合
があります。

※状況により急遽中止となる場合がござい
ます。

申
込
み
・
お
問
合
せ

　（
公
財
）川
崎
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
課

　
電
　
話
　
０
４
４
―
２
２
２
―
６
８
８
６

受
講
料
　
無
　
料

　
　
　
　
　
※
教
室
・
講
習
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
年
号
の
表
紙
を
飾
る
作
品
を
募
集
し
ま
す

　
令
和
７
年
１
月
発
行
の
「
シ
ル
バ
ー
か
わ
さ
き
第
97
号

（
新
年
号
）」
の
表
紙
写
真
及
び
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
掲

載
す
る
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
に
載
せ
る
作
品
（
会
員
さ

ん
が
撮
ら
れ
た
写
真
や
描
か
れ
た
絵
）
を
募
集
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法　
①
L
判
又
は
２
L
判
に
印
刷
し
た
作
品  

②
作
品
の
タ
イ
ト
ル
（
コ
メ
ン
ト
が
あ
れ
ば
１
０
０
文
字

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
。）  

③
氏
名  

④
住
所  

⑤
電
話

番
号
を
添
え
て
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

●
送
り
先  

〒
２
１
０
―

０
０
２
６

　
川
崎
市
川
崎
区
堤
根
34
―
15

　（
公
財
） 

川
崎
市

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
報
編
集
委
員
会
迄

●
応
募
締
切

　

令
和
6
年
12
月
13
日（
金
）

※
応
募
さ
れ
た
作
品
は
、
事
務
局

で
選
考
の
う
え
、「
表
紙
」
ま
た

は
「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、 

Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。


